
0 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査報告書  

アイズ・オン・ザ・フォレスト 

 

2011年12月発行 

（WWFジャパン仮訳） 

 

 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

アイズ・オン・ザ・フォレストは、スマトラ島リアウ州の環境 NGO、 

フレンズ・オブ・ジ・アーズのリアウ州オフィス、ジカラハリ、リアウ州森林 

レスキュー・ネットワーク、WWF インドネシア・リアウプログラムの連合体。 

スマトラ島リアウ州に残された自然林の状況を監視し、世界中に情報発信を行なっています。  

詳細は、http://www.eyesontheforest.or.id/ をご覧ください。 

 
SMG/APP 社 グリーンウォッシュの裏側 
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1. 背景 
 

中国、上海に本社を置くシナール・マス・グループのアジア・パルプ・アンド・ペーパー社（以下、
SMG/APP社）は、1984年にスマトラ島のリアウ州で最初のパルプ工場の操業を始めた1。この最初の工
場、インダキアット・パルプ・アンド・ペーパーは、インドネシアで初めての「巨大パルプ工場」であ
り、年間10万5000トンの生産能力があった。1994年、同社は2つ目のパルプ工場、ロンタル・パピルス・
パルプ・アンド・ペーパーの操業を隣のジャンビ州で開始した。どちらの工場も、もっぱら自然林の皆
伐による混交熱帯広葉樹材（MTH）でパルプ生産をしていた。そして拡大し続けた。 

 

これが顧客、債権者、科学者、市民社会が 1999 年以降、SMG/APP 社に対して紙パルプの生産に自然
林を伐採した木材を使わないよう2, 3, 4, 5, 6, 7、そして以下の 2 つの方針を実行するよう求めてきた理由
である。 

1. FSC（森林管理協議会）の定める「原則 9. 際立った意義または決定的な重要性があると考えられる
環境的・社会的価値として定義される『保護価値の高い森林（HCVF）』の保存」8に従った施業1

 

2. すでに森林が失われている地域において、責任ある、かつ持続可能な植林による供給量が十分に確
保されるまで、パルプ生産能力の拡大や新しいパルプ工場の建設を行わないこと。 

 

SMG/APP 社は、これらの要求に応じることを拒否している。そしてパルプの生産能力を拡大し、自
然の熱帯林をパルプへと変え、泥炭地からの排水を続けていることは、アイズ・オン・ザ・フォレスト
や他の多くの団体が詳細に報告している通りである。2010 年までに、スマトラ島の同社のパルプ生産能
力の合計は、少なくとも年間 270 万トンに拡大した。さらに、2005 年に年間生産量 100 万トンのパルプ
工場を中国に建設している9。同社は、どの工場においても十分な植林木による原料供給を確保してい
ないが、近々インドネシア国内に少なくとも 2 つの新しいパルプ工場を建設することを計画している。 

 

SMG/APP 社がリアウ州とジャンビ州で操業している間に、この 2 州およびスマトラ島内の自然林の
面積は島全体の 30%以下に減少し、島内のトラ、ゾウ、オランウータンは、人間と野生動物との軋轢の
深刻化、生息域の減少により容易になった密猟により、絶滅に近づいている。また、深い泥炭地からの
排水を続けることで、数千年にわたって地中に蓄えられてきた炭素が排出されてきた10。スマトラ島内
の利用しやすい自然林は、ほぼなくなってきたため、同社は今、カリマンタンやパプアの自然林や泥炭
地を標的にし始めている。 

 

シナール・マス・グループの製紙会社による破壊は、市民社会や顧客からの世界的な強い批判を生ん
だ。同社の反応は昔から変わらず、これまで通りの操業を続け、スマトラの森林破壊によって得た莫大
な資金を世界的なグリーンウォッシュ・キャンペーンに投じた。 

 

2006 年、SMG/APP 社は、ニューヨーク・タイムズとイギリスのタイムズ紙に全面広告を掲載した。
「APP の約束：コンプライアンスを超えた保全活動」である。これは最初の大がかりな広報活動であり、
自らを森林と野生生物を保護する責任ある企業であると偽った表現をした。WWF インドネシアによる
反論の一つひとつが、同社の虚偽表示についての詳細を説明している11。 

 

5 年後の現在、SMG/APP 社は、同様の虚偽の主張を、いくつかの新たな工夫を加えて繰り返し続けて
いる。どれも操業の最大の基盤となっている自然の熱帯林の破壊や泥炭地からの排水を続けていること
を隠そうとするものである。今日の同社の広報活動への取り組みは拡大しており、これまで以上に積極
的にメディアを利用している。種々さまざまな広報担当、個人、表面的には独立した NGO を利用して、
同社が主張する環境への取り組みを宣伝させている。その中には、Cohn & Wolfe

12、Environmental 

Resource Management (ERM)
13、Alan Oxley 氏と彼の関わる World Growth および ITS Global

14, 15, 16、
Mazars

17、Carbon Conservation
18、Patrick Moore 氏と氏の関わる Greenspirit Strategies

19、Bastoni 氏と彼の
関わるスマトラトラ保全基金（YPHS）20、インドネシア紙パルプ協会（APKI）21、Allyn Media

22がある。
また同社は CNN や SKY TV、その他の国際的な放送局を使って、世界的に広告を出している。 

 

この報告書で、アイズ・オン・ザ・フォレストは、SMG/APP 社の広報活動にある主張についての調
査を行う。同社の事業は現場において何らかの改善があったのか？世界で最も多様性に富んだ自然の熱
帯林や野生生物、世界規模の気候変動問題に対する同社による影響は減少したのか？  

 

 

                                                      
1実際には、自然林の皆伐に先立ち、保護価値の高い森林を確認するために「インドネシア版 HCV ツールキット1を用いた

独立した透明性のある評価を委託し、そのすべてを保護し維持することである。 
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その答えは簡単だ。「NO」である。SMG/APP 社は、深い泥炭地からの排水や自然林の皆伐を続け、
その悪影響は事業の規模とともに拡大している。  

 

この報告書が、SMG/APP 社の広報活動の内容と現場で起きている事実が異なるということを、政府
や企業、消費者が理解するのに役立つよう願っている。そしてこの問題に関わることで、世界で最も多
様性に富んだ自然の熱帯林の消滅や野生生物の絶滅、気候変動への甚大な影響の一因とならないよう、
同社との関係を絶つことを選んだ多くの責任ある企業たちに加わることを願う。 

 

事実は現場にあり、情報は開かれている。そして誰もが見て確認することができる。スマトラに来て
ください。そしてもし SMG/APP 社のヘリに乗ることを決めたのなら、必ずあなたがパイロットにどこ
に行くかを伝えてください。 

 

2011 年にさまざまな国で行われたインターネット、テレビ、印刷物による SMG/APP 社の広告。 

左上から時計回りに、 

2010 年にアメリカで商標登録された「APP は配慮しています www.asiapulppaper.com」23
 

2010 年の「ステークホルダーへの手紙：事実の記載」24
 

APP のウェブサイト「Rainforest Realities」で 2011 年 5 月 9 日に掲載された「WWF への公開書簡」25
 

ドイツ、フランス、オランダなどで今年放送されたテレビ CM「APP－植林」26
 

2011 年 8 月 31 日にサウスチャイナ・モーニング・ポスト（南華早報）に掲載された「APP の宣言」 

2011 年 3 月 31 日にオランダの新聞に掲載された同社の広告（イタリア、フランス、アメリカなどでも
掲載）。  
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2. 顧客がSMG/APP社について知るべきこと 
 

2.1. SMG/APP社は、大規模な自然林の破壊を継続している 

 

2011 年、SMG/APP 社は、取引先に対して「2015 年末までにパルプ原料の 100%を持続可能な植林資
源から調達する27, 28」と誓約した。 

 

この誓約の際、SMG/APP 社は、スマトラで容赦ない大規模な自然の熱帯林の皆伐を続けているとい
う否定しようのない事実を認めた。市民社会は、その結果生じた深刻な生物多様性の喪失や膨大な温室
効果ガスの排出などの多くの問題を何年にもわたって記録してきた。とりわけアイズ・オン・ザ・フォ
レストがそれを行ってきた29。 

 

SMG/APP 社は、2010 年までにリアウ州とジャンビ州において 200 万ヘクタールの自然林の消失を引
き起こしたと、アイズ・オン・ザ・フォレストは推計している。この値は、同社によるデータ30、研究
者31や NGO の報告書に基づいている（添付 1 を参照）。   

 

 

2.2. SMG/APP社の持続可能性の「約束」は、信頼できないことが繰り返し明らかになっている 

 

1990 年代、SMG/APP 社のインダキアット工場は、2004 年までに植林木によって「実質的にすべての」
工場の木材需要を満たすことができると繰り返し発表した32。 

  

2004 年初め、この約束を果たせなかった SMG/APP 社は、その「100%植林」の期限を 2007 年に先延
ばしにした33。 

 

2007 年、再びこの約束を果たせなかった SMG/APP 社は、その「100%植林」の期限を 2009 年にさら
に先延ばしにした34。  

 

2009 年までに SMG/APP 社は、またしても購入者への約束を破った。2011 年、同社はもう一度「100%

植林」の期限を 2015 年にさらに先延ばしにした35。  

 

アイズ・オン・ザ・フォレストは、SMG/APP 社が 2015 年の期限を達成するとは信じていない。同
社は現在ある工場だけでなく、発表された少なくとも 2 つの新しいパルプ工場への木材供給も必要にな
るため、自然林の皆伐を続けなければならないだろう。 

 

これまでの植林開発が貧弱で、そして泥炭地や地域社会との対立がある地域の植林に大きく依存して
いるため、SMG/APP 社には、現在あるパルプ工場への持続可能な植林木の供給源さえない36, 37, 38。科
学者たちは、泥炭地における植林開発が非持続可能と考えられることを指摘してきた39, 40, 41。なぜなら、
泥炭地から水を抜き続けると、ほんの数回の植林サイクルで土地が使えなくなるからだ。スマトラのよ
うに海に近い泥炭地の場合、伐採許可地は海水に浸されてしまうのだ。アイズ・オン・ザ・フォレスト
の計算では、同社に木材を供給しているリアウ州内の伐採許可地の 77%（76 万ヘクタール近く）が泥炭
地にある。同社の木材供給会社には、リアウ州以外にも多くの泥炭地に伐採許可地があり、これらのす
べてが、そう遠くない未来に木材の供給を停止するだろう。 

 

2011 年初め、ビスニス・インドネシア紙は、SMG/APP 社がパプアに 50 万ヘクタールのパルプ材植林
の開発を計画しており、南スマトラ州と東カリマンタン州にそれぞれ年間のパルプ生産能力 200 万トン
の 2 つの新しいパルプ工場を 2017 年までに建設することを報じた42, 43。しかし同社は、この新しい工場
のために持続可能な植林木の供給があることを示していない。新工場操業のために、さらに多くの自然
林が伐採されるであろう。  
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2.3. SMG/APP社は、破壊的な生物多様性の喪失を引き起こしている 

 

アイズ・オン・ザ・フォレストは、主にリアウ州の調査地域（地図 1）内にある以下の 120 万ヘクタ
ール近くの SMG/APP 社に関連する伐採許可地について、政府の伐採許可地のデータの分析と独自の衛
星画像解析、現地調査を行った結果、以下のことが判明した。 

 リアウ州の 94 万ヘクタール近くの産業用植林地（HTI）、および皆伐が許可される択伐用伐採許可
地（HPH）の約 4 万 5000 ヘクタール（Mutiara Sabuk Khatulistiwa 社）が、SMG/APP 社のインダキ
アット工場に混交熱帯広葉樹材（MTH）を供給したか、今後供給する。  

 ジャンビ州内のブキ・ティガプル（BTP）景観における 20 万ヘクタール近くの産業用植林地（HTI）
44が、同社のロンタル・パピルス工場に混交熱帯広葉樹材（MTH）を供給したか、今後供給する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 1. アイズ・オン・ザ・フォレストの調査地域におけるSMG/APP社に関連する伐採許可地。 

2008/2009 年時点の自然林（緑）、1995 年以降に消失した自然林（ピンク）。 

 

アイズ・オン・ザ・フォレストがデータを分析した、SMG/APP 社の木材供給会社が伐採の許可を取
得し始めた 1995 年から 2008/2009 年までの間（地図 2、添付 2）に45、同社の木材供給会社は、 

 「極めて危機的状況」にある森林タイプの約 32 万ヘクタールと、「危機的状況」にある森林タイプ
の 35 万 5000 ヘクタールの破壊を引き起こした。 

 55 万ヘクタールのトラ、24 万ヘクタールのゾウ、1500 ヘクタールのオランウータンの生息する森
林の破壊を引き起こした。IUCN（世界自然保護連合）は、これら 3 種のすべてを絶滅のおそれが
もっとも高い「近絶滅種（CR）」として記載している46。  

この調査地域内の伐採許可地における SMG/APP 社の操業が、今も脅かしているものは、 

 「極めて危機的状況」にある森林タイプの約 10 万ヘクタールと、「危機的状況」にある森林タイプ
の 21 万ヘクタール、および、 

 約 32 万ヘクタールのトラ、12 万ヘクタールのゾウ、2,000 ヘクタールのオランウータンが生息する
森林である。 

 

しかし、これは現場で起きていることの一部に過ぎない。SMG/APP社は、「パルプ原料の供給会社は、
総計 250 万ヘクタールの土地を管理している47」と述べている。これは、アイズ・オン・ザ・フォレス
トがこの報告書で分析している地域の 2 倍以上である。さらに同社は、「管理している」という土地以
外の混交熱帯広葉樹材（MTH）もパルプにしてきた。したがって、同社の影響や自然の熱帯林の破壊は、
今回のこの限定された調査地域に基づいた報告よりはるかに大きい。 

州境界 

調査地域 

APP のパルプ工場 

SMG/APP 供給会社の伐採許可地 

2008/2009 年時点の自然林 

1995 年以降に消失した自然林 

インダキアット紙
パルプ工場 

ロンタル・パピルス紙パル
プ工場 
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地図 2. SMG/APP 社の伐採許可地と、生態学的植物相の多様性とそれぞれの消滅リスク48
(左)およびスマトラトラ、ゾウ、オランウータンの生息域(右)の区分

別に示した 1990 年代半ばから 2008/2009 年までに消失した自然林。

 

 

 

 

 

    極めて消失の危険性の高い生態学的植物相区分の森林 

 

消失の危険性の高い生態学的植物相区分の森林 

 

消失の危険性のある生態学的植物相区分の森林 

 

消失の危険性の高くない生態学的植物相区分の森林 

 

消失の危険性の低い生態学的植物相区分の森林 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

トラ、ゾウ、オランウータンが生息する自然林 

 

トラ、オランウータンが生息する自然林 

 

トラ、ゾウが生息する自然林 

 

トラが生息する自然林 

 

ゾウが生息する自然林 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

2008/2009 年時点 

1995～2008/2009 年の消失 

 
象徴種が生息しない自然林 

SMG/APP と植物相の多様性 SMG/APP と動物相の多様性 
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SMG/APP社の木材供給会社は、リアウ州の8つの自然林景観のうち7つを皆伐してきた（地図１、２）。 

 

テッソ･ニロは、極めて危機的状況にある乾燥低地林が最後に残る地域である。1985 年以降、乾燥低
地林は、元来の面積の 90%以上が失われた49。この地域は、世界でもっとも多様な維管束植物の植生が
あり50、絶滅のおそれの高いトラやゾウ、その他の多くの種の生息地である51。SMG/APP社は、自らの
伐採許可地やこの地域で操業する違法伐採者（2003 年52）などの第三者から熱帯木材を調達してきた。
自然林や野生生物が「極めて危機的状況」にあるにもかかわらず、同社は、テッソ･ニロの伐採許可地
内の最後に残る自然林さえも皆伐し続け、絶滅のおそれが極めて高いトラの生存を脅かしている53。 

 

リボには、極めて危機的状況にある淡水湿地や危機状況にある泥炭湿地林があり、現在SMG/APP社や
APRIL社、アブラヤシのプランテーション開発業者による自然林の乱伐によって、非常に分断された状
態にある。スマトラトラやゾウの生息地でもあり、どちらも人間と野生生物との軋轢によっても脅かさ
れている54。  

 

セネピス、ジアム・シアク・ケシル、カンパール、ケルムタンは、極めて危機的状況にある淡水湿地
や危機状況にある泥炭湿地林の地域で、SMG/APP社による泥炭地の排水や自然林の皆伐によって破壊さ
れてきた55。これらの地域は、スマトラトラの生息地であり、ワシントン条約（CITES）によって保護
されている樹種、ラミンやその他の絶滅の危機にある動植物が生息する。同社は、2011 年もセネピス、
カンパール、ケルムタンから混交熱帯広葉樹材（MTH）を調達し続けた（第 3 章を参照）。 

 

ブキ・ティガプルには、極めて危機的状況にある乾燥低地林があり、1985 年以降、元来の面積の約
80%が失われた56。世界の科学者たちは、この地域をトラの生存に不可欠な景観の世界トップ 20 のひと
つとし57、インドネシア政府もトラの最優先保護地域としている58。この地域の森林には、スマトラゾウ
の最も大きな群れの２つが生息し、スマトラオランウータンの個体群の再導入が唯一成功している場所
でもある。2011 年 2 月から 4 月まで、林業省とWWFがこの景観内の 2 万ヘクタールの森林内に設置し
た、動きに反応して自動で撮影するカメラによって、12 頭のトラが撮影された59。これには、少なくと
も 4 頭の子どもを連れた 2 頭の母親の姿も写されていた。SMG/APP社は、パルプ生産のために、この地
域の豊かな自然林を計画的に標的にしてきた60, 61, 62。2000 年から 2011 年 5 月 7 日まで、この「12 頭の
トラの森」周辺の森林減少を経年的に分析した結果、同社とその競争相手であるAPRIL社による自然林
の皆伐によって、生息可能な森林地帯が急速に縮小したことが明らかになった。この景観の森林を切り
開くSMG/APP社の大規模な操業用道路は、多くの不法な土地占拠の原因ともなった（地図 3）。どちら
も、この地域のトラの個体群を、分断により小さく残された自然林の中に押し込める結果となった（第
3 章を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1,2. 乾燥した葉で遊ぶ 2 頭のトラの子ども(左)と、母トラと 2 頭の子ども(右)
63

. 
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地図 3. ブキ・ティガプルの「12 頭のトラの森」地域における 2000 年から 2011 年までのランドサットおよび SPOT 衛星画像解析による森林減少と、SMG/APP

社および APRIL 社の伐採許可地、SMG/APP 社の伐採道路。

州境界 

保護林 

地図の年の自然林 

2000 年以降に消失した自然林 

 
SMG/APP の道路 

パルプ材伐採許可

地 
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2.4. SMG/APP社は大量の炭素を放出し、その正反対の報告をしている 
 

1990 年代半ばから 2008/2009 年までに（地図 4）、この調査地域内における SMG/APP 社の木材供給会
社は、 

 約 37 万ヘクタールの「樹冠密度の高い森林（林冠閉鎖率 70～100％）」、および 21 万ヘクタールの
「中程度の樹冠密度の森林（同 40～70％）」の自然の熱帯林の破壊を招いた。あわせると、伐採許
可地内で失われた全森林の 85％を占める（地図 4 左）。 

 深さ 2～4m の泥炭地 8 万ヘクタールと、深さ 4m 以上の泥炭地 17 万ヘクタールにある自然の熱帯
林の破壊を招き、少なくともこれらの地域（おそらくさらに多く）の泥炭地からの排水を行った（地
図 4 右）。深さ 3m 以上の泥炭地にある自然林の皆伐は、政府のいくつかの規制に違反する（第 3

章の事例 3 参照）。 

 

自然林の消失と泥炭地からの排水による排出を含め、SMG/APP社製品の全ライフサイクルの炭素排出
を計算すると、スマトラにおける同社の紙生産のカーボン・フットプリントは、紙1トンあたり二酸化
炭素換算で16～21トンになることがわかった64。これは同社が委託したコンサルティング会社、ERMに
よって発表された0.03トンの550～700倍であり65、北米の紙パルプ業界のカーボン・フットプリントの
約10倍である66。この調査はさらに、同社のインドネシア国内の紙パルプ工場と森林伐採許可地からの
排出の合計は二酸化炭素換算で6,700万～8,600万トンであり、2006年でみれば、APP社の紙パルプ生産
に関係する排出量は、世界の165カ国の排出量を上回ると結論づけている67。 

 

2000 年以降、SMG/APP 社への木材供給は、セネピス、リボ、ジアム・シアク・ケシル、カンパール、
ケルムタンなどの泥炭地の自然林を皆伐したものが大部分を占めるようになり68、その中には、1 ヘク
タールあたり 5,000 トン以上の炭素を含む、非常に深い泥炭地も含まれていた。製紙産業が自然林を皆
伐するためにリアウの泥炭地からの排水を急速に進めたことによって、炭素を多く含む土壌は酸化が進
み、数千年以上もの間蓄積されてきた炭素を排出させることになった。同社がリアウ州の深い泥炭地か
らの排水を行い、自然林をパルプにしていることは、この州がインドネシアにおいて最も炭素排出量が
多いことの最大の理由である69。 

 

スマトラ島は、インドネシアで年間 12 億 2000 万トンになる LULUCF（土地利用、土地利用変化及び
林業部門）に関連した CO2 排出において、間違いなく大量排出者であり70、その約 60％をリアウ州が占
めている71。この排出の多くは、SMG/APP 社とその競争相手の APRIL 社の「メガ・パルプ・プロジェ
クト」によるものである。2000 年代以降、着々と、そしてひそかに、スマトラの泥炭地に侵出してきた。
これは主にリアウ州だが島内の他の州も含んでいる。今日、伐採許可地はすでに合計 220 万ヘクタール
となり、多くが深い泥炭地にあり、急速な排水と拡大が続いている。スマトラの「メガ・パルプ・プロ
ジェクト」は、現在進行中の気候災害であり、中央カリマンタンでひどく評判の悪かった上に、長く機
能していなかった「旧メガ・ライス・プロジェクト」をはるかに下回る72。   

 

1990 年から 2007 年までの間に、リアウ州で 400 万ヘクタール以上の自然林が失われ、その 44％が泥
炭地にある。リアウ州における自然林の減少と泥炭地からの排水によって排出される CO2の量は、年間
平均 2 億 2000 万トンと推測されており、京都議定書の付属書 I に分類されるすべての国の第一約束期間
（2008～2012 年）の年間温室効果ガス排出削減目標の合計の約 4 分の 1（24%）に相当する73。 

  

アイズ・オン・ザ・フォレスト74は、SMG/APP社とAPRIL社の2008/2009年時点での伐採許可地には、
リアウ州に最後に残る自然林が、最大80万ヘクタール（31%）あったと推測している。そしてその多く
は深い泥炭地にある。もし両社がパルプ材の植林を開発するために、これらの森林を皆伐し、炭素が大
量に含まれている泥炭地からの排水を行えば、リアウ州の年間排出量は、（過去の水準に比べて75）15％
増加し、ほぼ年間5億トンになるだろう76。これはユドヨノ大統領がインドネシアの排出量を26％（7億
5000万トン）削減することを公約し、REDDプラスの国家戦略において林業部門全体から4億トンの削減
を目標にしている期間と重複する77。
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地図 4. SMG/APP 社の木材供給会社の伐採許可地と 1990 年代半ばから 2008/2009 年までに消失した自然林、および林冠密度78
(左)および土壌のタイプ（泥炭

地以外と泥炭地の深さ別で区分）79との関係。 

SMG/APP と自然林の林冠密度 SMG/APP と自然林と土壌タイプ 

 

 

 

 

 

    

樹冠密度が高い自然林（70～100％） 

樹冠密度が中程度の自然林（40～70％） 

樹冠密度が低い自然林（10～40％） 

自然林（雲に覆われたもの） 

深さ 2m 未満の泥炭地の自然林 

深さ 2～4m の泥炭地の自然林 

深さ 4m 以上の泥炭地の自然林 

深さ不明の泥炭地の自然林 

泥炭地でない自然林 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 

 

2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 
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2008/2009 年時点 1995～2008/2009 年の消失 
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3. SMG/APP社は配慮しているか？ 
 

SMG/APP 社の楽観的な広告やプレスリリース、ブログが世界の市場にあふれている。同社は以下の
ような宣伝をしている。 

 「私たち APP は、環境の監督員としての責任をとても重視しています80」  

 「APP は常に、操業において持続可能性の維持を使命としています81」  

 「APP は配慮しています82」 

 

この PR キャンペーンを世界中で展開するのと同時進行で、SMG/APP 社は多くの国や新しい市場にお
いて精力的に強力な販売ネットワークの構築を行ってきた。同社は、気候変動に影響を与え森林破壊を
引き起こす製品を、世界中にこれまで以上にあふれさせようとしているのだ。  

 

SMG/APP 社が本当に配慮していることは何か？できるだけ多くの自然林でパルプを生産し続け、偽
の自然保護に関する誓約や広告、パートナーシップによって、できるだけ多くの顧客に製品を購入させ
ることである。 

 

WWF インドネシア83や FSC
84、レインフォレスト・アライアンス85や、多くの過去の顧客たちは自然

林を守るために SMG/APP 社との建設的に関わることは不可能であり、同社と関わること自体がインド
ネシアの自然林でパルプを生産し、泥炭地を破壊し続けるための口実を与えることになると判断し、ビ
ジネスを停止した（ボックス 1）。 

 

 

ボックス 1.  SMG/APP 社との取引を断ち切った企業 

 

SMG/APP 社の環境への破壊的な行為、特に同社が引き起こす自然林破壊が自社の企業価値に反す
ると結論し、同社との取引関係を断ち切ることを公表する顧客企業が増え続けている。 

 

オフィス・デポ86、ステイプルズ87、クラフト88、ユナイテッドステーショナーズ89、ターゲット90、
マテル91、ハズブロ92（アメリカ）、イディサ・パペル（スペイン）93、メトログループ94、キク95、
アディダス96、モンブラン97、チボー98（ドイツ）、ウールワース99、メットキャッシュ100（オース
トラリア）、ウェアハウス101（ニュージーランド）、テスコ102、セインズベリー103、マークス&ス
ペンサー104（イギリス）、ネスレ105（スイス）、ユニリーバ106（オランダ）、リコー、富士ゼロック
ス107（日本）、浙江省ホテル協会108（中国）、グッチ・グループ109、カルタムンディ110（イタリア）、
レゴ111（デンマーク）、ルクレール112（フランス）。 

 

カルフール113（フランス）は先日、自社ブランドの製品に使用される同社からの紙の調達を停止
すると発表した。 

 

 

アイズ・オン・ザ・フォレストは、消費者に対して、SMG/APP 社のオーナーが操業の全範囲におけ
るすべての自然林の皆伐を停止することを約束するだけでなく、市民社会による独立した検証によって
それが確認されるまで、同社や同社のマーケティングにおけるパートナーのグリーンウォッシュを決し
て信じないよう勧告する。それらの企業は、以下のような単純な手段によって、消費者を煙にまき、混
乱させようとしているだけだからである。 

 

1. 彼らは、あなたの信じたいという気持ちやインドネシアに関する知識の不足、経験のなさを利
用して、市民社会が提起する問題は真実ではないと思わせようとする。 

2. 彼らは、関係のない誓約や成果、努力、実績を強調することによって、あなたの購買に影響を

与える極めて重要な情報からあなたの注意をそらそうとする。極めて重要な情報とは、同社が、

スマトラにおいて無差別で大規模な泥炭地の開発や自然林の皆伐を続け、ボルネオやパプアで

も同じことを始めようとしていることである。 

 

2011 年 10 月 28 日、オランダの広告規制委員会は、SMG/APP 社が環境に配慮している企業であると

位置づけようとする同社のテレビや新聞の広告は人々の誤解を招くおそれがあるとの判断を下した114。

同広告は上記「1. 背景」に掲載のものである。  
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事例 1.   SMG/APP 社は、トラを保護する会社であるとあなたを誤解させている。 

 

SMG/APP 社の記載:  

「私たちは、10 万 6000 ヘクタールのセネピス・トラ保護区、1 万ヘクタールのタマン・ラジャ公園、
ユネスコの「人間と生態圏計画」に認定された 17 万 2000 ヘクタールのジアム・シアク・ケチル保護
区、および、クタイ・オランウータンプログラムを支援しています。115」 

「あなたたちは 1 頭のトラを保護しただけだと人々は言います。それは違います。私が 2004 年にこ

の会社に就職して以来、いくつかのスマトラトラ保護生息地を確保することに成功してきました。最

初の生息地はリアウ州ドゥマイのセネピス・トラ保護区。2 番目はユネスコによって指定されたジア

ム・シアク・ケチル生態圏保護区。3 番目はジャンビ州のタマン・ラジャ自然保護区。4 番目はカン

パール保護区です。次ですか？そのうちに分かりますよ。116」 

 

事実:  

SMG/APP 社が保護していると主張するプロジェクト地域のほとんどは、法律によってすでに保護さ

れたものか、別の誰かによって管理されているものである。したがって、同社は、トラ保護のための

追加的な援助は何もしていない。同社は関係するすべての伐採許可地内で、実際に法律上、伐採の対

象外となる保護地域を合計した面積よりも、多くのトラの生息地を毎年破壊し、パルプを生産してき

た。例えば、同社の木材供給会社は元々政府がトラ保護のために提案していたセネピス国立公園の自

然林の多くを皆伐し、同社が自ら提案した「セネピス・トラ保護区」の中で、保護すると約束したほ

んの小さな自然林も皆伐し始めた。さらにユネスコ生態圏保護区内の泥炭地からの排水と、自然林の

皆伐をも続けている。  

 

 

何年もの間、SMG/APP 社は、同じいくつかの「プロジェクト」を宣伝し続けることによって、それ
らの「プロジェクト」が含まれる、より大きな景観の場所や、その「プロジェクト」区域の内部でさえ
も、トラの生息する自然林の大規模な破壊を行ってきたことから、人々の目をそらしてきた。  

 

いくつかの NGO は、SMG/APP 社が、同社が宣伝するトラや「プロジェクト」が、実際には何の配慮
していないことを示してきた。  

 これらの地域のほとんどは、すでに法律によって保護されているか他の企業によって管理されてい
るため、「プロジェクト」自体や「プロジェクト」のトラ保護への意義に対する同社の真の貢献は著
しく疑問である。 

 同社の木材供給会社は、セネピス、ジアム・シアク・ケチル、カンパール、ブキ・ティガプル（タ
マン・ラジャ公園のある場所）エリアの自然林の多くを皆伐し続けており、これらのエリア全体の
生態系や生物多様性、さらにエリア内の同社のプロジェクトや同社が保護していると主張するトラ
の生存を脅かし続けている。 

 

リアウ州とジャンビ州には、SMG/APP 社と APRIL 社の 31 の木材供給会社が管理する 152 万ヘクタ
ールに及ぶ伐採許可地がある。これらについて政府の要求事項であるマクロ及びミクロ区画設定評価や
作業計画によると、政府によって求められる「野生生物保護区」として区分されているのは、わずか 5

万 709 ヘクタールだけである。そのうち、セネピスにおいて SMG/APP 社が特別にトラの保護のために
指定しているのはたった 3,850 ヘクタールである117。対照的に、私たちの調査では、同社の木材供給会
社は、1995 年から 2008/2009 年までに、私たちの調査地域内だけでもトラが生息する自然林を 55 万ヘ
クタールも破壊してきたことが明らかになっており、調査地域外でも、さらなるトラの森の消失を引き
起こしたと考えられる。 

  

SMG/APP 社は、同社の保護成果のひとつとして、トラの移送も宣伝している118
 

119。実際には、同社
に生息地を破壊されたトラが、人々を襲うことなったため、トラを移動するための資金を提供したとい
うだけのことである。同社がこれらのトラの森を保護していれば、このようなことは起こらずに済むの
だ120。  

 

セネピス（地図 5）において、SMG/APP 社は、5 つの伐採許可地から自然林材を調達してきた121。2004
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年、リアウ州林業局はリアウ州知事の支持の下、セネピスにトラ保護のための国立公園を提案し、その
提案地には同社の木材供給会社、Suntara Gajapati（SG）社の伐採許可地が含まれていた122。WWF

123の
調査によって、この提案された国立公園によってトラの生息地が保護されることを SMG/APP 社が阻ん
だようであることが明らかになった。まず、この国立公園の構想が突然消えた。そしてその代わりに、
代替となる同社独自の 10 万 6,081 ヘクタールの「セネピス・トラ保護区」を宣伝し始めた124。不思議な
ことに、新しく保護されることになった地域からは、Suntara Gajapati（SG）社の伐採許可地の大部分が
外された。そのうえ、「セネピス・トラ保護区」のほとんどは、APP 社とは関連のない Diamond Raya Timber

社が所有する、FSC 森林認証を取得している伐採許可地であることから、トラは、すでに完全に保護さ
れている。2011 年のグリーノミクス125の調査によって、SMG/APP 社の Suntara Gajapati（SG）社の伐採
許可地に関して、政府によって求めされたマクロ及びミクロ区画設定評価と作業計画によると、実際に
は、SMG/APP 社のトラ保護区には、伐採許可地の 4%以下の 3,850 ヘクタールしか割り当てられていな
いことがわかった。Suntara Gajapati（SG）社の伐採許可地をトラ保護のための国立公園に指定すること
でトラの生息地の保護に貢献するのではなく、Suntara Gajapati（SG）社と、また別の供給会社 Ruas Utama 

Jaya（RUJ）社は、4m 以上の深い泥炭地に広がる自然林を皆伐することによって、彼らの伐採許可地内
にあるセネピスのトラの生息地を計画的に破壊し続けた。 

 

Ruas Utama Jaya（RUJ）社は、2011 年 6 月までに、SMG/APP 社独自の「セネピス・トラ保護区」
内に保護してきたわずかな自然林（5,000 ヘクタール以下）さえ皆伐し始めた（地図 5 および 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 5. SMG/APP 社が設定したセネピス・トラ保護区と同社による泥炭地林の皆伐の歴史。  

SMG/APPに木材を供
給するRUJ社によっ
て皆伐された深い
泥炭林（ピンク） 

政府が提案したセネピス・トラ
国立公園（青の点線）は、
SMG/APP社のSG社の伐採許可地
と重なる。 

SG社による深
さ 4m以上の泥
炭林の皆伐
（ピンク） 

トラ国立公園
の提案は中止
された。 

APP社によって
「宣言」された
セネピス・トラ
保護区（水色）。
86％はすでに完
全に保護されて
いたFSC伐採許
可地(黄色の格
子線）。 

RUJ社による
深さ 4m以上
の泥炭林の
皆伐は北に
向かって続
いている。 

SG社による森
林皆伐は、APP
自らのトラ保
護区まで続い
ている。 

RUJ社が深さ4m
以上の泥炭地は
排水し、APP社自
らのトラ保護区
内の自然林を皆
伐した。 

RUJ社による深
さ 4m以上の泥
炭林の皆伐は、
APP自らのトラ
保護区まで続
いている。 
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地図 6. SMG/APP 社の木材供給会社 Ruas Utama Jaya（RUJ）社が 2011 年 6 月と 10 月に SMG/APP 社の
セネピス・トラ保護区内で行った泥炭の排水と大規模な自然林の皆伐。右上の地図内に示した写真番号
の横の矢印は、写真を撮影した方向。 
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2009 年、アイズ・オン・ザ・フォレストは、1997 年以降のリアウ州で人とトラとの間で起こった非
常に凶暴な事件の多くが、SMG/APP 社によって自然林が皆伐された場所の付近で発生したと報告した。
人とトラとの衝突に関して公表されたデータを基にした分析によると、リアウ州で発生したすべての事
故 245 件のうち、少なくとも 147 件（全体の 60%）がセネピス地域で発生しており、27 人（49%）の人
間と 8 頭（53%）のトラが犠牲になったことがわかった126。しかし、この容赦ない生息地破壊によって
被害を受けているのは、トラだけではない。同社による自然林の皆伐に先立って、必ず自然林の存在す
る泥炭地からの排水が行われるため、この泥炭生態系全体の生存能力や持続可能性が危ぶまれ、膨大な
量の温室効果ガスも放出しているのだ。 

 

ブキ・ティガプル－KKIワルシやアイズ・オン・ザ・フォレスト、この景観で活動する他の現地NGO

たちは、この「世界優先トラ保護地域」内で、SMG/APP社がいかにして豊かな自然林を計画的に標的に

してきたかを報告し続け127, 128, 129, 130、同社によって2004年以降、7万5,000ヘクタール以上の自然林が消

失したと推測している131。また2009年、同社はこの景観内に、自然林面積7,000ヘクタールにも満たない

「タマン・ラジャ自然保護区」の設置を発表した132。NGOたちは本来、インドネシアの法律を順守すれ

ば「タマン・ラジャ自然保護区」内の森林の多くを皆伐することは不可能なことや133, 134、同社が保護

区の周囲の自然林の多くをパルプ生産のため破壊してきたため、この保護区は、同社が主張するような

「野生生物の回廊」としての機能を果たせないことを指摘している。  

 

ユネスコのジアム・シアク・ケチル生態圏保護区は、SMG/APP 社が「最も重要な保護プログラム135」
と表現しているが、リアウ州の土地利用計画や様々な規制によって、この深い泥炭地の排水や自然林の
皆伐は許可されず、同社が発表する前からすでに保護されていた。同社の関連会社は 2000 年以前から、
保護区の緩衝地帯（バッファー・ゾーン）に指定されている地域の天然の泥炭林を、林業省からの正式
な許可なしに違法に皆伐し始めた136。アイズ・オン・ザ・フォレスト137は、詳細な現地調査と衛星写真
の分析に基づいて、2009 年にユネスコ生態圏保護区が指定された以降も深い泥炭地からの排水と自然林
皆伐によって、同社がジアム・シアク・ケチルの生態系をいかに破壊し続け、膨大で、増え続ける炭素
排出の原因となっているかをまとめている。自然林の皆伐の一部は、正式な許可なしに汚職により行わ
れたことが、違法に許可を発行した罪で刑務所に送られた地方の役人らによって証明されている138。グ
リーノミクス139は「この生態圏保護区は、SMG/APP 社のパルプ材植林供給会社によって大規模な自然
林皆伐が行われている最中の景観、という以外の何ものでもない」と述べている。 

 

カンパールにおいて、SMG/APP 社は、1990 年代末からこの景観内の深い泥炭地の排水と自然林の皆
伐を行ってきた。同社とそのパートナーであるカーボン・コンサベーションは、2010 年に小さな「カン
パール・カーボンリザーブ」プロジェクト140の「売り込み」を開始し、それをトラ保護プロジェクトと
しても宣伝した。アイズ・オン・ザ・フォレストとグリーノミクスは、この地域がとても深い泥炭地で、
すでに法律によって保護されていることから、このプロジェクトには追加性がなく、その上、SMG/APP

社が、この周辺に広範囲に広がる泥炭生態系内の他の場所で自然林の皆伐と泥炭地からの排水を行ない、
大量の炭素を排出しているのは、膨大なリーケージと言えることから、このプロジェクトは炭素クレジ
ットを得るべきではないと報告した141。 

 

 

事例 2. SMG/APP 社は、「保護価値の高い（HCV）」自然林からの木材を自社製品に使用していない

とあなたを誤解させている。 

 

SMG/APP 社の記載 1
: 

「APP の原料供給会社は、インドネシア政府によって与えられた合法な伐採許可に従って、主に劣化

したか荒廃地として分類される、最も価値が低い林地とみなされた土地においてパルプ材の植林を行

っています。142」 

「残材を燃やして炭素排出を増やす結果とならないよう、あるいは残材を林床に残すと森林で病気が

発生する可能性があるため、政府はそれをパルプや紙の生産など、生産的に利用することを求めてい

ます。143」 

「植林開発に先立ち、「保護価値の高い（HCV）」地域を特定し保護するために、いくつかの環境・社

会的評価を行っています。144」  

                                                      
1
 APP の引用内の下線は、アイズ・オン・ザ・フォレストによる。 
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「インドネシア政府が定義する「保護価値の高い」地域からのパルプ材が APP の製品に使用されない

よう、私たちはパルプや紙の生産のサプライチェーンを念入りに監視しています。」145
 

 

事実:  

SMG/APP 社は、スマトラの豊かで高密度の熱帯林を皆伐した木材を使用し、それらの自然林には、

絶滅のおそれがきわめて高いスマトラトラや、危機に瀕する乾燥低地林や泥炭林など、FSC が定義す

る「高い保護価値（HCV）」や、多様な利害関係者が支持するインドネシア版 HCV ツールキットに

基づき、独立した評価者により確認された、「高い保護価値（HCV）」の森林が含まれていた。 

 

 

SMG/APP 社は、「価値が最も低い林地」や「劣化した」か「荒廃地」が何を意味するかを決して定義
しない。同社は、木材供給会社が、樹木が数本しか残っていない、とても開けた土地で彼らがいうとこ
ろの「残材」しか収穫していないか、木材供給会社がそこに到着したときにはすでに地面に横たわって
いた「残材」だけしか収穫していないと、顧客が想像することを望んでいるのだ。 

 

実際には、私たちの衛星画像や現地調査では、一貫して SMG/APP 社の木材供給会社が「高い保護価
値（HCV）」を含む、豊かで高密度の自然林を皆伐していることが明らかになっている（地図 2,3,4）146, 

147, 148, 149, 150, 151, 152。同社の木材供給会社による年次伐採計画（RKT）でさえ、政府に提出した会社の
データによると、公式の木材量平均は 2009 年には 1 ヘクタールあたり 82 m

3（31～152 m
3）、2010 年に

は 95 m
3（31～164 m

3）もの高い樹木密度であることを示している153。  

 

事実を明確にする。SMG/APP 社が「残材」と呼ぶものは、同社の木材供給会社がそれを切り倒す前
は熱帯林だったのである。 

 

SMG/APP 社があなたに伝えていないこと。それは、インドネシア政府は、スマトラの公式地図にお
いて、ほんのわずかな地域しか「原生林」と認めておらず、そのほとんどが保護区内か急な斜面の地域
にあることである。ひとたび択伐用伐採許可地（HPH）として区分された自然林の大部分は、厳密な定
義なしに「二次林」や「劣化林」「伐採済み森林」と呼ばれることになる。これらのほとんどが保護さ
れていない自然の乾燥低地林や泥炭林であり、過去に数本の大径木が択伐されただけの、林冠密度の高
い森林が多い。これらの森林は生物多様性や炭素貯蔵がまだとても豊富154であるにも関わらず、現在の
法律や規制下では、政府がパルプ材の伐採許可を発行し、皆伐を許可することが可能なのだ。 

 

事実を明確にする。インドネシア政府は生物多様性の価値の高い高密度の熱帯林を皆伐し、パルプ材
植林に転換することを許可している。持続可能な操業をするためには、企業は自主的に「保護価値の高
い森林（HCVF）」を保護しなければならない。 

 

SMG/APP 社があなたに伝えていないこと。それは同社が世界的に採用されている FSC による「保護
価値の高い森林（HCVF）」の定義を用いた、インドネシア版 HCV ツールキットを利用し、独立した透
明性のある評価を、木材を調達する自然林に対して行うことを拒否していることである。同社は、「イ
ンドネシア政府が定義する「保護価値の高い（HCV）地域」や、法的に求められる「環境・社会的評価」
の適用などの、ほとんど同じ言葉を使用する。しかし、これらは単に、政府が求める AMDAL（環境影
響評価）と呼ばれるものや、マクロ及びミクロ区画設定評価に基づいた森林の評価をしている、ことを
意味するのみであり、これらの適用が、現場における「保護価値の高い森林（HCVF）」の保護にはつな
がらない。 

 

2004 年、SMG/APP 社は、顧客数社と複数の NGO に促され、その森林管理区域 3 か所においてイン
ドネシア版 HCV ツールキットに基づいた「保護価値の高い森林（HCVF）」の確認をすることを、レイ
ンフォレスト・アライアンス（RA）のスマートウッドプログラムに委託した。さらに同社は、確認され
たすべての「保護価値の高い（HCV）」地域を保護し、維持することを約束した。しかしながら、過去
の衛星画像の時系列分析によると、同社はこれらの独立した透明性のある形で確認された「保護価値の
高い森林（HCVF）」を皆伐してきたことが明らかになった（地図７および 8 で黄色の点線で囲まれた地
域）。すべて深さ 4m 以上の泥炭地にあり、法的に保護された森林である。 

 

事実を明確にする。SMG/APP 社は、独立した透明性のある形で確認された「保護価値の高い森林
（HCVF）」さえ保護せず、それらを破壊して紙を生産してきた155, 156。 
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地図 7. ケルムタンでレインフォレスト・アライアンス（RA）が確認した「保護価値の高い森林（HCVF）」
と他の深い泥炭地の自然林の皆伐。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 8. カンパールでレインフォレスト・アライアンス（RA）が確認した「保護価値の高い森林（HCVF）」
と他の深い泥炭地の自然林の皆伐。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004 年、APP社から委託を
受けたRAは、SMGが管理す
る伐採許可地内でHCVFを

確認した（黄色の点線）。 

SMGが最初に皆
伐したHCVF。 

木材供給会社
MSK社とBDL社は
深さ 4m以上の
泥炭林を皆伐し
た。 

SMGは深さ4m以上の
泥炭地にあるHCVF
の皆伐を続けた。 

SMG/APPの木材
供給会社RIA社
は深さ 2～4mの
泥炭林を皆伐
した。 

MSK社とBDL社は深
さ 4m以上の泥炭林
の皆伐を続けた。 

SMGは深さ4m以上の泥炭地の
HCVFをさらに皆伐し続けた。 

RIAは深さ4m
以上の泥炭
林の皆伐を
続けた。 MSK社は深さ 4m以上の泥炭

林の皆伐を続けた。 

BDL社は皆伐を
終えた模様。 

2004 年、RAはSMG
が管理する伐採
許可地内でHCVF
を確認した（黄
色の点線）。 

SMG は い
くらかの
HCVFを皆
伐した。 

SMGは
HCVFの皆
伐を続け
た。 

SMGはHCVF
の皆伐を
続けた。 
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事例 3. SMG/APP 社は、同社がすべての関連する法律や規制に従っており、また同社が確かに持続

可能で自然保護に前向きであると、あなたを誤解させている。 

 

SMG/APP 社の記載:  

「APP は、私たちのすべての紙パルプ製品が合法で持続可能な管理が行われた森林に由来することを

保証するために、常に関連する法律や規制に厳格に従ってきました。157」 

「インドネシアの紙パルプ産業にとって、持続可能な森林管理や保全は、インドネシア政府の土地計

画と植林開発規制、および持続可能な森林管理の認証要件を厳しく順守することから始まります。こ

れらの基準に『保護価値の高い森林（HCVF）』の保護や泥炭地の開発規制、植林開発プロセスにおけ

る地域社会の参加が規定されています。158」 

「APP 社は、インドネシアの政策や法律、規制に関連し、これらを支持する、信用できる認証基準の

すべてを採用する方針を持っており、世界中の顧客やパートナーから期待される最も高い基準を満た

すよう常に努力します。私たちは、国際的な TLTV やエコラベル、PEFC などの他の世界的に認めら

れている認証制度の基準や原則を適用し続けます159」 

 

事実:  

数多くの現地調査や分析によって、SMG/APP 社がすべての関連する法律や規制には従ってはいない

こと、そして同社は、インドネシアにおいて合法である自然林の皆伐を続けていることが示されてい

る。 

 

 

合法性は、すべての顧客にとって最低限の必要条件である。多くの顧客は、持続可能性や保全、自然
林破壊がないという主張など、合法性の遵守以上のものを求めている。しかしながら、「常に関連する
法律や規制に厳格に従ってきました。」という SMG/APP 社の主張さえも真実ではない。  

 

SMG/APP 社はあなたに以下のことを伝えていない。 

 

 同社の伐採許可地の多くは、深さ 3m 以上の泥炭地にある自然林を皆伐し、政府の「泥炭地の開発
規制」に違反してきた160。これは、保護地域の管理に関する大統領令第 32/1990 号、生物資源とそ
の生態系の保全に関する法令 1990 年の第 5 号161、土地計画に関する法律第 26/2007 号162、現在施行
中の国家土地計画第 26/2008 号163に違反している。 

 

 インドネシア国家監査委員会(BPK-RI)による 2009 年の監査報告書は、SMG/APP 社の木材供給会社
が、規制に違反して発行されたパルプ材植林許可と年次伐採許可に基づいて自然林を皆伐したと結
論づけている164。 

 

 インドネシア政府は、同社の木材供給会社に許可を発行する際に汚職を働いた罪で 2 人の政府職員
(Tengku Azmun Jaafarと Asral Rachman)を刑務所に収監し165、別の 2 人を拘留し(Arwin A.S と Syuhada 

Tasman)
166、もう一人が現在、インドネシアの汚職撲滅委員会による取り調べを受けている

(Burhanudin Husein)
167。同社は、こうした汚職によって得た許可に基づき、自然林を皆伐して同社

のパルプ工場に供給し、世界中で販売される紙を生産している168, 169, 170, 171, 172。 

 

 最近になって、どんな自然林でも皆伐が認められるように林業の法律と規制が変更された。これは
泥炭地の開発に関連するものなどの持続可能性や自然保護のための法律や規制と矛盾している。同
社の供給会社は、こうした矛盾を上手く利用し、可能な限り多くの自然林を伐採している173。真に
責任のある、持続可能性や保全に前向きな企業であれば、こうした法律や規制の大志や意図をむし
ろ尊重し、これらの自然林を保護するだろう。こうした状況では、合法性は持続可能性や自然保護
を意味しない。 

 

SMG/APP 社は、SGS 社が開発した「木材の合法性とトレーサビリティ検査（TLTV）」サービスを実
施していることや、「Sistem Verifikasi Legalitas Kayu（SVLK：インドネシア国による木材合法性および検
査システム）」を採用することによって、自社が合法性の遵守に取り組んでいることを強調している174, 
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175。しかし、「合法性」を順守していることは「持続可能な森林管理」や「保全」を保証するものでは
ない。よって同社が「インドネシアから木材製品を輸入している国々は、SVLK ガイドラインによって
認証されたインドネシアの製品は、木材の合法性と持続可能な森林管理の原則に関して最高の基準に従
っていると完全に信用するべきだ。これらの基準は、自国の自然林を守り、持続可能な植林経営を義務
付ける各国の合法性要件と同等だと受け入れられ、理解されるべきである」176と述べる根拠はない。 

 

SMG/APP社は、世界で最も信用できる森林認証基準を持つFSCが、2007 年にAPP社との関係を断ち切

ったことをあなたに伝えていない。「FSC理事会は、APP社と関係することは、FSCの名に注ぎ込まれた

好意や信頼を脅かしかねないとの判断を下した。(中略) シナル・マスのAPP社が破壊的な林業に関わる

ことを示す公開情報が十分にある。WWFやグリーンピース、アイズ・オン・ザ・フォレスト、他の多

くの独立した情報源からの報告は、同社がFSCの原則と基準に反した林業を活発に行っていることを示

している」177とFSCの理事会は述べている。  

 

結果として、SMG/APP社は現在、その持続可能性を証明できる、独立した信用できる第三者認証を取

得していない。 

 

SMG/APP 社が頻繁に引き合いに出す認証機関、インドネシア・エコラベル協会（LEI）、PEFC 森林認
証プログラム、EU エコラベル、インドネシア政府の持続可能な生産林管理（Pengelolaan Hutan Produksi 

Lestari；PHPL）基準178,
 

179は、持続可能性を保証するものではない。これらにはいずれも、以下を確認
するための十分な包括的基準がない180, 181, 182。  

 

1. SMG/APP 社が、問題となっている伐採許可地において「保護価値の高い森林（HCVF）」や泥炭の
破壊に関わっている、もしくは「いた」か。 

2. それらの制度が認証する数少ない小さな伐採許可地だけでなく、SMG/APP社全体の持続可能性、環

境に関する実績、大規模な環境・社会問題。 

 

 

事例 4. SMG/APP 社は、同社が世界の気候に配慮していると、あなたを誤解させている。 

 

SMG/APP 社の記載:  

「民間企業にも、伐採の一時停止期間中に、自らの持続可能な林業経営の施業やプログラムを評価し

前進させる責任があると、私たちも認識しなければなりません。183」 

「肝心なことは、私たちは伐採の一時停止を支持すると表明するだけでは不十分ということです。最

も大切なのは何をするかです。（中略）アジア・パルプ・アンド・ペーパーは、伐採の一時停止の終

了後、より持続可能な林業経営と生産、保全、社会的投資プログラムの将来の明確な展望を持った、

より健全なビジネスが姿を現すよう行動していきます。184」 

「インドネシアの多くは改良されていない土地です。再植林は、荒地を事実上の CO2吸収・貯留地に

変える可能性があります。インドネシアは、木を植えるにはすばらしい場所です。APP のパルプ供給

会社は、年間 2 億本以上の木を植えています。185」 

 

事実:  

SMG/APP 社は、数百の異なる種からなる数百万の木々の森を破壊し、1 種類の幼木を植えた後、5

～7 年後に植えた木のすべてを伐採する。差し引きすると、これは大量の温暖化効果ガス排出となり、
吸収ではない。さらに気候に悪影響を与えるのは、同社が炭素を豊富に含む泥炭地から排水をし、そ
の自然林を破壊して単一樹種植林を続けることによって、数百万トンの炭素を大気中に排出し、世界
の気候に影響を与えていることである（第 2.3 章も参照）。 
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インドネシア大統領令による伐採の一時停止は、実際のところ、これまでに許可が発行されたことの
ない、いわゆる原生林や泥炭地における新たな許可の発行を一時的に停止することに過ぎない186, 187, 188, 

189。これは、この伐採の一時停止によって守られることになる自然林は、スマトラ島にはほとんどなく、
SMG/APP 社への影響は基本的にはないことを意味している（地図 9）。ほとんど例外なく、同グループ
はすでに取得されている伐採許可地において自然林の破壊と泥炭地の排水を続けるだろう。同社は、一
時停止の対象ではない場所であれば、残された自然林の伐採許可を取得することさえできる（地図 9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 8. SMG/APP 社と APRIL 社の木材供給会社の伐採許可地（赤枠と黄枠）とバリト・パシフィックの
伐採許可地（緑枠）、2008/2009 年時点の自然林と 2011 年 6 月 17 日付の林業省 SK.323/Menhut-II/2011 に
基づく伐採の一時停止地域（期間中、該当する土地には新たな伐採許可を発行できない）（緑）190。今
回の調査地域内における同社に関連する伐採許可地内の自然林には、伐採の一時停止の対象になってい
るものはない。 

 

実際のところ、SMG/APP 社が「伐採の一時停止期間を利用することに責任を持つ」と発表してきた
活動（再植林、調査など）には、泥炭地の排水や自然林の皆伐、工場での混交熱帯広葉樹材（MTH）を
用いたパルプ生産を停止することは含まれていない。しかし、インドネシアにおける REDD の取り組み
を少しでも意味あるものにするためには、それらこそが最も必要かつ重要である。 

 

SMG/APP 社は、同社の操業がカーボン・ニュートラルだと思わせようと人々を著しく誤解させてき
た。受託業者のひとつである英国コンサルティング会社、ERM は、同社の最も重大な温室効果ガス排
出量を含めないなど、不完全な前提に基づき、同社が「カーボン・フットプリントはゼロに近い」と触
れ回る手助けをした191, 192。 

州境界 

SMG/APP のパルプ工場 

政府の保護区 

SMG/APPへの供給会社の伐採許可地 

APRILへの供給会社の伐採許可地 

バリト・パシフィックの伐採許可地 

2008/2009年の伐採の一時停止下にあ

る自然林 

2008/2009年の伐採の一時停止下にな

い自然林 

伐採の一時停止下にある自然林以外 

SMG/APP社はダイアモンド・ラ
ヤ・ティンバー社のFSC伐採許可
地も獲得しようとしている？ 

SMG/APP 社は、この森
林も獲得するのだろ

うか？あるいは APRIL
社が？ 

狙われている？ 

SMG/APP社はこのバリト・パシ

フィックの伐採許可地からの
MTHを購入するのだろうか？ 



 

20 

 

 

ERM 社と SMG/APP 社は、パルプ生産のために自然林皆伐がもたらす大量の排出量と、何よりも、同
社が植林のために続ける泥炭地からの排水による膨大な排出量を意図的に無視した。かわりに、顧客や
投資家、許可を発行する政府機関を侮るように、カーボン・フットプリントの結果をよく見せようと、
まさに大量の排出を引き起こしている植林地の、植林部分の炭素吸収量は、計算に加えたのだ193（第 2、
3 章参照）。熱帯林を、5～7 年ごとに伐採する単一樹種植の植林地に転換し、すぐに廃棄されて吸収し
た炭素を排出するだけの紙パルプを生産することは、気候変動の緩和のための「再植林」プロジェクト
の本来の定義とは大きく異なる。 
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4. アイズ・オン・ザ・フォレストからSMG/APP社への要求 
 

2011 年 4 月、SMG/APP 社は、カーボン・コンサベーションとともに「現在から 2020 年までの同社の
インドネシア国内の操業のすべての側面にわたる持続可能性の原則、目標、遂行計画を達成するための
ロードマップ、ビジョン 2020

194」を作成していると発表した。そして市民社会に貢献を求めた。アイズ・
オン・ザ・フォレストは、この貢献として、以下の簡潔な結論とともにこの報告書を提供する。 

 

SMG/APP 社がすべての自然林皆伐と泥炭地からの排水、持続可能な方法で得られる植林地がない状
態でパルプ生産能力の拡大することを直ちに停止しなければ、同社の「ビジョン 2020」は自然林のな
い、破壊された泥炭地だらけの景観において実行されるだろう。 

 

またしても発表された持続可能性計画は、SMG/APP 社にとって何ら新しいものではない。同社は、
同様の発表を、何度も行い、そして破棄してきた。これらが作成され、広報されてきた唯一の目的は、
同社が泥炭地の排水や自然林の皆伐を続ける間、同社の顧客や投資家を満足させておくことだけである。 

 

2003 年、SMG/APP 社は２つのコンサルタント会社に「持続可能な木材供給の評価と計画」を委託し195、
WWF との同意書に署名し196、2004 年には最終的に「持続可能性行動計画」を作成した。この書類を再
考察した後に、WWF は同社との関係を断った。この「計画」のもとになった情報は、信頼のおけない
もので、コンサルタント会社でさえ、それらを支持することはできず、同社は結局、この計画を独自の
分析に基づいて発表せざるを得なかった。例えば、同社の「計画」は、「保護価値の高い森林（HCVF）」
を保護する誓約を否定しただけでなく、「持続可能になるためには」さらに 18 万ヘクタールの自然林を
伐採しなければならないと主張した197。予想通り、同社はその後、この自らの計画を全く実行せず、発
表した 18 万ヘクタールよりも多くの森林を皆伐した。今回の発表でも、混交熱帯広葉樹材（MTH）を
利用しない操業の新しい期限は、都合よく 4 年先に設定したため、同社は自然林伐採を続けることがで
きる。 

 

SMG/APP 社のビジネスパートナーは、今回のカーボン・コンサベーションとの持続可能性に関する
発表を、真剣にとらえるべきだろうか？ 

 

アイズ・オン・ザ・フォレストは、SMG/APP 社に対して、スマトラ、インドネシアの他のすべての
島々、そして全世界における自然林の皆伐を即刻停止し、以下の NGO の要求に応じるよう求める。 

   

アイズ・オン・ザ・フォレストは、SMG/APP 社の顧客と他のビジネスパートナーに対して、同社の
広報活動の宣伝文句を信用しないよう求める。スマトラの自然林と生物は極めて危機的状況にある。責
任ある紙パルプの調達を行う人々は、それらの喪失に関わるべきではない。同社からの調達を停止する
企業は増え続けている。あなたも責任ある企業たちに加わってください。 

 

 
ボックス 2. 2010 年に 400 以上のインドネシアの NGO によって支持されたインドネシアの紙パル
プ会社への要求198, 199

 

 

1. 「高い保護価値（HCV）」と炭素価値の高い地域が確認・保護され、政府、業界、市民社会、
影響を受けた先住民および自然林に依存する地域住民が、紙原料の生産に適した土地に合意
するまで、インドネシアのすべての操業における自然林の伐採、皆伐、転換を直ちに停止し、
混交熱帯広葉樹材（MTH）のパルプ工場への調達を一切停止すること。 

 

2. 道路、水路、伐採、木材の運搬、植林によって影響を受けた泥炭地や環境保護に重要な地域
の復元のため、期限の定められた計画を政府、業界、市民社会、影響を受けた地域住民と合
意し、実施すること。 

 

3. 先住民が慣習的に利用する土地に、影響を与える可能性がある計画中または既存の操業に関
しては、先住民が持つ「自由で事前の情報に基づく合意（FPIC；Free, prior and informed consent）」
を与えるか、もしくは保留するかを決める権利を尊重し、交渉による合意を成立させること。
また、先住民以外の住民との交渉による解決と土地に対する公正な補償を成立させること。
また、パルプ材植林地や紙パルプ工場の労働者の権利、例えば、十分な賃金、健全な労働条
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件、訓練、保険などの安全・保護策を成立させること。 

 

4. 新規または拡大する紙パルプ工場の設備は、水銀や塩素を全く使用しないものにすると約束
すること。 

 

5. 紙パルプ生産能力の追加や拡大を停止すること。また、現存の植林材生産能力を監査し、現存
または拡大した操業が、混交熱帯広葉樹材（MTH）を必要とせず、上記の要求を順守するこ
とを確認すること。 

 

6. 上記の要求の実施と継続的厳守を、インドネシアの独立した市民社会グループが受け入れ、独
立した第三者機関を採用し監視を受け、その結果を定期的に公表すること。 

 

 

 

END 

本報告書についての問い合わせ先 

アイズ・オン・ザ・フォレスト：Afdhal Mahyuddin 

Email: eof@eyesontheforest.or.id 

  

mailto:eof@eyesontheforest.or.id
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Appendix 1. Area estimate of natural forest cleared to supply IKPP and LPPP. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. Parameters used to calculate size of forest needed for production of known amounts of pulp

Value

4.83

1.142

1.235

89                                

Production

Year

[A] Natural

forest pulped

(ha)

[B] Pulp

production

capacity or actual

production (bold)

(ton/year)

[C] % MTH in

mill fiber

supply

1984-1987 32,329                            105,000 100%

1988 7,436                              105,000 92%

1989-1990 16,996                            120,000 92%

1991-1996 174,205                          410,000 92%

1997-1998 203,239                       1,435,000 92%

1999 104,683                       1,700,000 80%

2000 - 2004 569,598                       1,850,000 80%

2005 89,052                         1,866,006 62%

2006 87,351                         1,907,282 60%

2007 11,347                         1,842,755 8%

2008 -                                   2,000,000 0%

2009 56,659                         2,000,000 37%

2010 46,151                         2,000,000 30%

TOTAL 1,399,044   

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] APP (2008). APP (2009) - not verified company information that may not be correct!

[C] For 2005-2007, we used average number of MTH content for each year found in literature. APP (2009)

wrote 59%  for 2005, 49%  for 2006 and 8%  for 2007. Cossalter (2006) wrote 65%  in 2005. WWF Indonesia

(June 2006) wrote 70%  for 2006. The MTH figure given by APP for 2007 is low and we estimate zero

percent for 2008 because APP could only use MTH on its log yard, could not transport MTH, and had to rely

on plantation fibre brought in by boat from other provinces during 2007 and 2008 while APP wood suppliers

were being investigated by the police for illegal logging and all MTH transport was prohibited. However,

reports exist that many barges with MTH landed at the SMG/APP dock during the police investigation.

[A] Government permits allowed SMG/APP wood suppliers to clear 56,659 hectares of natural forest in Riau

(Eyes on the Forest July 2010). Forest clearance this year is likely higher as permits issued for other

provinces to supply IKPP were not considered.

[B] APP (2008) - not verified company information that may not be correct!

[C] MTH calculated based on forest clearance and pulp production using above parameter values. MTH

content is likely higher because forest clearance is likely higher.

[A] Government permits allowed SMG/APP wood suppliers to clear 41,789 hectares of natural forest in Riau

(Eyes on the Forest November 2010). In addition, SMG/APP were allowed to clear 4,362 hectares based on

"self approved RKT" in Riau. Forest clearance this year is likely higher as permits issued for other

provinces were not considered.

[B] APP (2008) - not verified company information that may not be correct!

[C] MTH calculated based on forest clearance and pulp production using above parameter values. MTH

content is likely higher because forest clearance is likely higher.

[D] Reference and notes

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] Pirard & Cossalter (2006)

[C] SMG/APP began operations in 1984 and did not have plantations ready for harvest by 1987.

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] APP (2004) - not verified company information that may not be correct!

[C] "Asia Pulp & Paper Company Ltd. (APP), the holding company of IKPP recently reported that plantation-

grown wood accounted for 20 percent of the overall mill supply in 2003 and 2004 and 35 percent in 2005."

(Cossalter 2006) - not verified company information that may not be correct!

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] "Since 1989, Indah Kiat has expanded its pulp production capacity from 120,000 tonnes to 1.7 million

tonnes per annum"  (PT Indah Kiat 1999, quoted by Barr 2000).  "Between 1991 and 1999, the group’s pulp

processing capacity grew from 410,000 tonnes to 2.3 million tonnes per annum"  (Ausnewz 1999, quoted by

Barr 2000). "the original market pulp line has been modernized, new lines were added in 1989, 1995 and

1997"  (AMEC 2001) 1997 data was taken from U.S. & Foreign Commercial Service and U.S. Department of

State (1999).

[C] "Of the 100 million m
3
 of wood estimated to have been consumed by the pulp industry during 1988-1999,

only eight percent was harvested from plantations"  (Indonesian Pulp and Paper Association 1997 and

Jaakko Poyry 1998, quoted by Barr 2000) "The acacia wood harvested in 1999 accounted for 20 percent of

the fiber consumed by Indah Kiat that year."  (Barr 2000)

2. Estimate of deforestation caused by operation of SMG/APP's Indah Kiat Pulp & Paper (IKPP) mill in Riau Province, Sumatra
Comment: Forest clearance for which the IKPP mill was responsible is likely higher than calculated here. We only calculated forest clearance based on data for Riau province, yet

the mill also received fiber from other provinces. None of the data taken from APP publications could be verified and may thus not be correct.

Parameter

1. From air dry ton (adt) pulp to green metric ton (gmt) mixed tropical hardwood (MTH, obtained by clearance of natural forest) wood weight (Jaakko Poyry

1998, quoted by Barr 2001)

2. From MTH wood weight (gmt) to MTH wood volume (m
3
) at pulp mill gate (APP 2004)

3. From MTH wood volume at pulp mill gate to MTH standing wood volume in natural forest (taking into account harvest, transport and chipping losses)

(AMEC, quoted in APP 2004)

4. Average MTH standing wood volume harvestable per hectare of natural forest (m
3
/ha) as the average volumes listed in RKT 2009 and 2010 issued to

SMG/APP wood suppliers (Eyes on the Forest July 2010 and November 2010).
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Production

Year

[A] Natural

forest pulped

(ha)

[B] Pulp

production

capacity or actual

production (blue)

(ton/year)

[C] % MTH in

mill fiber

supply

1994-1999 307,121        665,000 100%

2000 - 2004 221,681                          720,000 80%

2005 30,674                            642,753 62%

2006 28,168          677,682                  54%

2007 51,886                            674,081 100%

2008 55,420                            720,000 100%

2009 ?                   720,000 ?

2010 ?                   720,000 ?

TOTAL

PULPED
694,951       

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values

[B] [C] APP (2009) - not verified company information that may not be correct!

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and 100%  MTH content using above parameter

values.

[B] APP (2009) - not verified company information that may not be correct!

[C] APP (2009) writes "The percentage of plantation pulpwood used at Lontar decreased in 2007 due to the

need to meet increased demand for plantation pulpwood at the Indah Kiat Perawang mill in Riau", but also

writes that Lontar Papyrus' Mixed Tropical Hardwood Pulpwood was 58% . Eyes on the Forest suspects that

all plantation wood from Jambi concessions were used to supply Indah Kiat mill in Jambi during the police

embargo on all MTH transport there, hence estimates 100%  MTH supply for LPPP.  Not verified company

information that may not be correct!

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] APP (2004) - not verified company information that may not be correct!

[C] Eyes on the Forest believes that all plantation wood from Jambi concessions were used to supply Indah

Kiat mill in Jambi, hence estimates 100%  MTH supply for LPPP.

[B] APP (2004) - not verified company information that may not be correct!

[B] APP (2004) - not verified company information that may not be correct!

[D] Reference and notes

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] This mill started its pulp production in 1994. Production figure is based on P.T. Data Consult (May 25,

2005).

[C] Eyes on the Forest assumes SMG/APP did not have plantations ready for harvest by until 1999.

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and MTH content using above parameter values.

[B] APP (2004) - not verified company information that may not be correct!

[C] Cossalter (2006) as for IKPP in 2003 and 2004.

[A] Forest clearance calculated based on pulp production and average 62%  MTH content using above

parameter values

[B] APP (2009) - not verified company information that may not be correct!

[C] We used average of 59%  by APP (2009) and 65%  by Cossalter (2006).

3. Estimate of deforestation caused by operation of SMG/APP's Lontar Papyrus Pulp & Paper pulp mill in Jambi Province, Sumatra
Comment: None of the data taken from APP publications could be verified and may thus not be correct.
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Appendix 2. Data used for the analysis in Chapter 2 

 

The “study area” analysed for this report included Riau province and the part of Jambi province that surrounds 

Bukit Tigapuluh national park. Our analysis in Chapter 2 used the following data sets. 

 

1. Concessions 

 

Data on pulpwood (HTI) concessions and selective logging (HPH) concessions were obtained from the Ministry 

of Forestry (2011) and Riau Forestry Agency (2006, 2011).  

 

2. Natural forest cover 

 

Natural forest was defined as original natural (as opposed to anthropogenic) vegetation dominated by trees with a 

crown cover of more than 10%. Plantations were not considered forests. Forests were defined exclusively as 

“natural forests” as it is those who have generated and still represent the country’s wealth of biodiversity, provide 

many of its environmental services and social values, and host its huge carbon stocks. Natural forest areas were 

delineated by visual interpretation of Landsat and other optical remote sensing data. Time series analysis of 

natural forest cover used the following data: 

 Natural forest delineated by Setiabudi, WWF Indonesia (see WWF Indonesia 2008) for 1995  

 Natural forest delineated by Laumonier, Setiabudi, WWF Indonesia et al. (see WWF Indonesia 2010) for 

2008/9. 

 

3. Floristic diversity: eco-floristic sectors 

 

Analysis of natural forest cover in eco-floristic sectors in 1995 and 2008/9 and their extinction risk category was 

based on Laumonier (1983)
 200

, Laumonier et al. (1986)
201

, Laumonier et al. (1987)
202

, Laumonier (1990)
203

, 

Laumonier (1997)
204

, Laumonier et al. (2010)
205

 and WWF Indonesia (2010).  

 

4. Faunal diversity: Tiger, Elephant and Orangutan ranges 

 

 Sumatran tiger distribution 1996/2005 was based on Wikramanayake et al. (1998, labeled Tiger Conservation 

Units)
206

 and Sanderson et al. (2006, labeled Tiger Conservation Landscapes)
207

. 

 Sumatran elephant distribution 1985 was based on Blouch & Symbolon (1985)
208

.  

 Sumatran orangutan distribution 2005-2010 was mapped by Frankfurt Zoological Society
209

. 

 

5. Peat soil  

 

Peat soil area and depth 2002 was based on Wahyunto et al. (2003)
210

 and the three peat-related eco-floristic 

sectors "Peat Swamp Forest", "Mixed Peat Swamps" and "Peat Swamps" (see above under data set 2). 

 

6. Natural forest canopy density 

 

Three classes of forest canopy density were distinguished by visual interpretation of Landsat images based on 

WWF Indonesia (2008). 

 

7. Basic data 

 

 Sumatra’s provincial boundary data follow Government of Indonesia’s Bakosurtanal (2008). 

 Presidential Moratorium Map was based on the Ministry of Forestry SK. 323/Menhut-II/2011 dated 17 June 

2011 (for the text, see http://appgis.dephut.go.id/appgis/moratorium/SK_323_MENHUT.pdf; for the Ministry 

of Forestry map, see http://appgis.dephut.go.id/appgis/petamoratorium.html). The shape file was published 

by Presidential Working Unit of Supervision and Control of Development (Unit Kerja Presiden Bidang 

Pengawasan & Pengendalian Pembangunan) at: 

http://dev.ukp.go.id/web/informasi-publik/cat_view/20-geospasial (downloaded on 29 September 2011). 

 

http://appgis.dephut.go.id/appgis/moratorium/SK_323_MENHUT.pdf
http://appgis.dephut.go.id/appgis/petamoratorium.html
http://dev.ukp.go.id/web/informasi-publik/cat_view/20-geospasial
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